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地４必地４必地４必地４必

とが目的である。報告だけすればよいというようなものではないので基本的に欠席は認めない。とくに就職活動を「言い訳」にした「むやみな」

中間報告および討論

主に、実際の調査で分かったこと、それを示したデータ（図表）

の提示、論理的な解釈等を報告しそれにもとづく討論を行う

確認する。調査仮説の提示にまで到達していることを目指す。

集中して調査ができる夏期休業中およびその後の予定等を

今後の予定等の報告および討論

中間報告および討論

主にこれまでの研究の紹介と各自の方向性（方法）

具体的な調査内容に関する事前学習・予備調査の報告等

　　　　　　　　　　〃

卒業論文テーマの確認

報告日の決定

これまでの進捗状況・予定等の報告

発表内容、発言内容、回数、出席状況

    

　　　 か　　　 とう　　　 　　こう　　　 じ

卒業論文の中間報告とそれに関する論文を通じて報告者だけでなく受講者全員の卒業論文の内容を高めていくこ

欠席が続く等の場合は単位修得できないこともあるので注意のこと。

　

地理学演習　Ⅱ地理学演習　Ⅱ地理学演習　Ⅱ地理学演習　Ⅱ
Seminar on Geography Ⅱ

２単位

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備

平成１３年度　　文学部　　授業計画表　［syllabus］

科目名

加加加加 藤藤藤藤 幸幸幸幸 治治治治

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備
【授業計画】

授業のねらいと概要

教科書と参考図書：

評　価　法　：

（英文名）
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